
－1－ －2－

施工説明書

日よけシェード 防炎生地仕様
このたびは、本商品をご採用いただき、誠にありがとうございます。
•	本説明書は、「日よけシェード　防炎生地仕様」の施工について説明して
います。

•	本説明書は専門知識を有する業者様向けの内容となっております。
誤った方法で作業を行うと、不具合につながるおそれがあります。
作業には危険が伴いますので、専門知識を有する業者様が行ってください。

•	本説明書は、必ず施工される方にお渡しください。
お施主様向け取扱説明書は、必ずお施主様にお渡しください。

本書内の表記
•	商品の施工をしていただくうえで、人身事故や物的損害を未然に防止する
ため、守っていただきたいこととして、下記のような警告表記をしていま
す。内容をよくご理解のうえ、商品の施工を行ってください。

警告／注意／お願い

表　記 意　味

警 告 取り扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負うことが想
定される危害の程度

注 意
取り扱いを誤った場合、使用者が通院加療の必要な傷害を負うこ
とが想定されるか、または物的損害の発生が想定される危害・損
害の程度

お願い
取り扱いを誤った場合、使用者が通院加療の必要のない程度の傷
害を負うことが想定されるか、または物的損害の発生が想定され
る危害・損害の程度

その他の表記

表　記 意　味
ご注意 作業上の注意していただきたい内容を示しています。

Check 確認していただきたい内容を示しています。

シー
リン
グ材 必ずシーリングを行っていただきたい箇所を示しています。

安全にお取り扱いいただくために

•	風が吹いている時は、必ずスクリーンを収納してください。
スクリーンが風にあおられ、商品が破損するおそれがあります。

•	シーリングは説明書に従って必ず行ってください。
漏水につながるおそれがあります。

•	外壁と商品とのシーリングは、プライマーを塗布し、変成シリコーン系
シーリング材をご使用ください（別途手配品）。
漏水につながるおそれがあります。

注 意

•	建物の屋根雪が直接落ちる場所には、取り付けないでください。

•	2階窓への取り付けの場合、足場を設置するなど安全に施工することが
可能かを確認してください。

•	3階窓への取り付けは、必ずバルコニーに面する窓へ取り付けてください。

•	施工前に必ず建築図面などから柱、間柱などの位置、寸法、外壁材、下
地の寸法を確認してください。

•	サイディング通気工法の場合、木ねじの取り付け位置に胴縁があること
を確認してください。あらかじめ、胴縁を入れておくように建築施工業
者と相談してください。

•	木ねじの位置に柱、間柱があることを確認してください。

•	木ねじの取り付け位置は柱の端部にならないよう、また外装材の端部に
ならないようにしてください。

•	組み立て・施工は所定のねじを使用して最後まで締め付けてください。

•	木ねじは必ずドリルで下穴をあけ、シーリング材を充てんしてからたた
き込まず確実にねじ込んでください。

•	施工後、各部の締め忘れゆるみが無いか、よく確認してください。

•	説明書に記載している部品以外は使用しないでください。

お願い

’20-4月  発行
同梱一覧
■本体

姿　図

品　名 ボックス本体 本体ブラケット スクリーンフック ゆるみ防止ねじ	
(φ5×10mm)

丸木ねじ	
(φ5.1×70mm)

個　数 1 2 2 2 8

備　考 － － － ボックス本体	
取り付け用

本体ブラケット、	
スクリーンフック、	
持ち出しブラケット

取り付け用

■持ち出し50ブラケット(2個入りの場合)

姿　図 姿　図

品　名 持ち出し50	
ブラケット

ゆるみ防止ねじ	
(φ5×10mm) 品　名 持ち出し130	

ブラケット
ゆるみ防止ねじ	
(φ5×10mm)

個　数 2 4 個　数 2 4

備　考 － スクリーン
フック固定用 備　考 － スクリーン

フック固定用

■アルミ付け対応

姿　図

品　名 ターンナット ワッシャー	
(φ5用)

スプリングワッシャー	
(φ5用)

小トラスタッピンねじ	
(φ5×25mm)

個　数 4 4 4 4

備　考 － － － －

■横長フック

姿　図

品　名 横長フック

個　数 2

備　考 －

■片入隅用

姿　図

品　名 入隅ブラケット ゆるみ防止ねじ	
(φ5×10mm)

個　数 2 4

備　考 － 本体ブラケット、	
フック固定用

全体構成図
≪本体ブラケットのみ≫ ≪本体ブラケット＋持ち出しブラケット≫

≪横並べ≫

5mmすき間を
あける

改訂

BX       No.   XAAAA-K20-546S1　01

■持ち出し130ブラケット(2個入りの場合)
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施工前の確認
•	施工前に下記を確認し、取り付け可能窓か確認してください。

納まり、下地について

腰窓　W3 尺以下の場合

•	窓を間柱(半柱)に施工している場合、間柱が45mm厚以上あることを確
認してください。

•	45mm厚より薄い場合、木ねじがかからない場合があるので、主柱に
取り付けできるように大きいサイズの本体を取り付けてください。

柱面より10㎜以上必要

45以上必要 30

木ねじがかからない間柱

（単位：mm）

腰窓　横並べの場合
•	本体連結部、下部中央フック取り付け部には105角以上の下地材が必要
です。

≪本体部≫
本体間寸法：5

製品W製品W

連結部に105角以上の下地材が必要

（単位：mm）

≪フック部≫

中央フック取り付け部に105角以上の
下地材が必要
または間柱に固定

（単位：mm）

入隅納まりの場合

窓たて枠端部から入隅外壁間が 75mm 以上
•	通常の壁付けで取り付け可能です。

75以上

製品W

65 窓W

窓たて枠

（単位：mm）

窓たて枠端部から入隅外壁間が 75mm 未満
•	入隅ブラケットを用いて取り付け可能ですが、入隅部に下地補強が必
要です。

製品W

80
 ま
た
は

16
0

50
 ま
た
は
 1
30

入隅ブラケット取り付け部に下地が必要

持ち出しブラケット

入隅ブラケット

（単位：mm）

本体取り付け部、外壁厚について
•	外壁からの出寸法(A寸法)により、持ち出しブラケットが必要となります。

窓種 引違い窓 シャッター付引違い窓 雨戸付引違い窓

窓種別	
A寸法

A寸法 外壁厚
躯体面
外壁面

A寸法
(最も出ている部分）

外壁面

外壁厚
躯体面

A寸法
(最も出ている部分）

外壁面

外壁厚

戸袋

躯体面

■仕様別A寸法・持ち出しブラケット一覧

窓種
A寸法(mm)

使用ブラケット
本体取り付け位置 納まり

引違い窓
上枠上部

下記以外
A≦35 本体ブラケット(同梱)

35<A≦80

持ち出し50ブラケット	
(オプション)

横並べかつ	
呼称H20以上 35<A≦65

開口をまたぐ 全仕様 A≦65

シャッター付引違い窓 開口をまたぐ 全仕様 A≦145 持ち出し130ブラケット	
(オプション)雨戸付引違い窓 上枠上部 全仕様 A≦150

•	外壁厚
外壁厚≦45・・・・・同梱木ねじで取り付け可
45<外壁厚≦56・・・厚壁用ねじセットで取り付け可(コーチねじ別売品)
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墨出し
横方向

１枚仕様の場合
1.	窓種ごとに、B寸法の位置に墨出しをしてください。(本体部、フック
部共通)

B=27～100B=27～100 枠外々W

墨出し墨出し

（単位：mm）

横並べの場合
1.	1枚仕様の場合の墨出しに加え、中間部の墨出しをしてください。
2.	フック部はHサイズ別に以下の位置で墨出しをしてください。

≪本体部≫

30
シェードW

30
5 シェードW

32.5 32.5
65

墨出し 墨出し

（単位：mm）

≪フック部　腰窓≫
B B枠外々W

32.5 32.5
65

墨出し墨出し 墨出し墨出し

（単位：mm）

≪フック部　テラス窓≫
B B枠外々W

9595
15

95 95

墨出し 墨出し 墨出し 墨出し

墨出し

（単位：mm）

片入隅の場合
1.	入隅部は以下の位置に下地があることを確認してください。
2.	ない場合は補強をして墨出しをしてください。
3.	フック部　テラス窓は、「横並べの場合」と同様で墨出しをしてくだ
さい。

持ち出しブラケット出幅 C

50 80

130 160

C

入隅ブラケット取り付け部に下地が必要 B

持ち出しブラケット
出幅50または130

（単位：mm）

高さ方向
1.	窓種、仕様別に以下高さ方向の墨出しをしてください。
≪引違い窓≫

半外付・外付 半外付・外付(入隅部)

本
体
部

腰窓
テラス窓

共通

(横並べを
除く)

本体ブラケットのみ 本体ブラケット+	
持ち出しブラケット

本体ブラケット+	
入隅ブラケット

33
30

窓上枠の上端

95

窓上枠の
上端

33

窓上枠の
上端

80

31

フ
ッ
ク
部

腰窓
テラス窓

共通

(横並べを
除く)

通常フックのみ 通常フック+	
持ち出しブラケット 通常フック+入隅ブラケット

50
70

窓下枠の下端

50
95

窓下枠の下端

80
33

窓下枠の下端

80

（単位：mm）

≪引違い窓　横並べ≫
半外付・外付 半外付・外付(入隅部)

本
体
部

腰窓
テラス窓

共通

(横並べ)

本体ブラケットのみ 本体ブラケット+	
持ち出しブラケット

本体ブラケット+	
入隅ブラケット

33
40

窓上枠の上端

95

窓上枠の
上端

40

33

窓上枠の
上端

80

71

フ
ッ
ク
部

腰窓
(横並べ)

通常フック+	
持ち出しブラケット 通常フック+入隅ブラケット

40
窓下枠の下端
95

70

窓下枠の下端

33

80

テラス窓
(横並べ)

横長フック+持ち出しブラケット

40

窓下枠の下端

（単位：mm）

≪シャッター付引違い窓≫
半外付・外付 半外付・外付(入隅部)

本
体
部

腰窓
テラス窓

共通

本体ブラケット+持ち出しブラケット 本体ブラケット+入隅ブラケット

95
25

シャッター
点検板の下端

33
55

シャッター
点検板の下端

160

フ
ッ
ク
部

腰窓
テラス窓

(横並べ不可)

通常フック+持ち出しブラケット 通常フック+入隅ブラケット

95
50

シャッター枠下枠の下端

33
80

シャッター枠下枠の下端

160

（単位：mm）

※�木ねじが土台水切や	
躯体式バルコニーの防水層に	
干渉する場合は取り付け不可
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墨出し ( つづき )

≪雨戸付引違い窓≫
半外付・外付 半外付・外付(入隅部)

本
体
部

腰窓
テラス窓

共通

本体ブラケット+持ち出しブラケット 本体ブラケット+入隅ブラケット

95
35

雨戸枠上枠の上端

33
65

雨戸枠上枠の上端

160

フ
ッ
ク
部

腰窓
(横並べ)

通常フック+持ち出しブラケット 通常フック+入隅ブラケット

95
30

雨戸枠下枠の下端

60

雨戸枠下枠の下端

33

160

テラス窓
(横並べ)

横長フック+持ち出しブラケット

※�木ねじが土台水切や	
躯体式バルコニーの防水層に	
干渉する場合は取り付け不可

30

雨戸枠下枠の下端

（単位：mm）

ブラケットの取り付け
本体ブラケットのみの場合

1.	墨出しした位置に下穴(φ4)をあけてください。
2.	シーリング材を充てん後、本体ブラケットを取り付けてください。

下穴（φ4）

丸木ねじ
（φ5.1×70）

本体ブラケット
シ
ー
リ
ン
グ
材

シーリング材

（単位：mm）

本体ブラケット＋持ち出しブラケットの場合

1.	墨出しした位置に下穴(φ4)をあけてください。
2.	シーリング材を充てん後、持ち出しブラケットを取り付けてください。
3.	持ち出しブラケットに本体ブラケットを取り付けてください。

下穴（φ4）

丸木ねじ
（φ5.1×70）

持ち出しブラケット

本体ブラケット

ゆるみ防止ねじ
（φ5×10）

シーリング材

シ
ー
リ
ン
グ
材

（単位：mm）

横並べの場合

1.	墨出ししたした位置に下穴(φ4)をあけてください。
2.	シーリング材を充てん後、本体ブラケットを取り付けてください。

•	中央部の本体ブラケット2箇所は必ず105角以上の下地に取り付
けてください。

注 意

下穴（φ4）

丸木ねじ
（φ5.1×70）

本体ブラケット

本体ブラケット(中央部)

シー
リン
グ材

シーリング材

シーリング材

105角以上の下地

（単位：mm）

本体ブラケット＋入隅ブラケットの場合

1.	墨出しした位置に下穴(φ4)をあけてください。
2.	入隅ブラケットの穴をφ5.5に広げてください。

φ5.5

入隅ブラケット

（単位：mm）

3.	シーリング材を充てん後、入隅ブラケット、本体ブラケットを取り付け
てください。

丸木ねじ
（φ5.1×70）

下穴(φ4）

ゆるみ防止ねじ
（φ5×10）

本体ブラケット

入隅ブラケット
シー
リン
グ材

シーリング材

（単位：mm）

アルミ付け ( ターンナット使用 ) の場合

•	アルミ付け対応(オプション)の別途手配が必要です。Check

1.	取り付け位置に下穴(φ9.5)をあけてください。
2.	ターンナットを取り付けてください。
3.	ターンナット部周りにシーリングをして、本体ブラケットをねじで取
り付けてください。

ターンナット
（Ｍ5用）

本体ブラケット

ワッシャー（φ5） スプリング
ワッシャー   (φ5）

小トラスタッピンねじ
（φ5×25）

シーリング材

（単位：mm）



－9－ －10－

ボックス本体の仮置き

•	必ずボックス本体が本体ブラケットに仮置きされていることを確認し
てください。
仮置きされていないとボックス本体が落下する可能性があります。

•	仮置きの状態で左右にスライドさせないでください。
ボックス本体の背面を傷つけるおそれがあります。

注 意

1.	ボックス本体の背面に本体ブラケットをあててください。
ボックス本体

本体ブラケット

2.	ボックス本体をそのまま下におろしてください。

ボックス本体

ボックス本体の本固定

•	D寸法を左右同じにしてください。D寸法を調整する際はボックス
本体を浮かして行ってください。

•	水平器を置いて水平であることを確認してからボックス本体を本固
定してください。

Ｄ Ｄ

本体ブラケット

≪本体ブラケットのみ≫

Ｄ

本体ブラケット

Ｄ5mmあける

≪本体ブラケット＋持ち出しブラケット≫

≪横並べ≫

ご注意

1.	ボックス本体の裏板を本体ブラケット位置に移動して、ゆるみ防止ねじ
でボックス本体を本固定してください。

本体

ゆるみ防止ねじ
（φ5×10）

（単位：mm）

スクリーンフックの取り付け

•	ボトムバーをフックに引っかけたとき、ボトムバーの傾きやスクリ
ーンのたるみがなくなるように、フックの上下位置を調整してくだ
さい。

スクリーンフック

ボトムバー

ご注意

持ち出しブラケット無しの場合
1.	墨出しした位置に下穴(φ4)をあけてください。
2.	シーリング材を充てん後、スクリーンフックを取り付けてください。

下穴（φ4）

スクリーン
フック

丸木ねじ
（φ5.1×70）

シーリング材

シー
リン
グ材

シー
リン
グ材

シー
リン
グ材

（単位：mm）

持ち出しブラケット有りの場合
1.	墨出しした位置に下穴(φ4)をあけてください。
2.	シーリング材を充てん後、持ち出しブラケット、スクリーンフックを
取り付けてください。

下穴
（φ4）

持ち出し
ブラケット

丸木ねじ
（φ5.1×70）

ゆるみ防止ねじ
（φ5×10）

スクリーンフック

シーリング材

シーリ
ング材

（単位：mm）

持ち出しブラケット＋横長フックの場合
1.	墨出しした位置に下穴(φ4)をあけてください。
2.	シーリング材を充てん後、持ち出しブラケット、横長フックを取り付
けてください。

下穴(φ4）

持ち出しブラケット

丸木ねじ
（φ5.1×70）

ゆるみ防止ねじ
（φ5×10）

横長フック

シーリング材シーリング材

（単位：mm）
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スクリーンフックの取り付け ( つづき )

入隅ブラケットありの場合
1.	墨出しした位置に下穴(φ4)をあけてください。
2.	入隅ブラケットの穴をφ5.5に広げてください。

φ5.5へ広げる

入隅ブラケット

（単位：mm）

3.	シーリング材を充てん後、入隅ブラケット、スクリーンフックを取り
付けてください。

丸木ねじ
（φ5.1×70）

下穴(φ4）

ゆるみ防止ねじ
（φ5×10）

スクリーンフック

入隅ブラケット シー
リン
グ材

シーリング材

（単位：mm）

スクリーンの開閉確認

•	スピード調整には、ドライバーを使用してください。

•	溝部は破損しやすいので、注意して回転させてください。

ご注意

1.	開閉を何度か繰り返し、収納スピードを確認し、調整が必要な場合は、
外観左キャップの「調整溝」でスピードを調整してください。
　
　�H20以上のサイズはボトムバー固定金具の装着を想定し、収納スピード
を速めに調整しています。固定金具を使用しない場合や、収納が早すぎ
る場合は、収納スピードを遅く調整してください。

ポイント

•	反時計回りに回転させると速く、	
時計回りに回転させると遅くなります。
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調整溝
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納まり図 ( つづき )

本体ブラケット＋持ち出しブラケット納まり　半外付　雨戸付引違い窓

外観姿図

中間フック（オプション）の
取り付け不可

雨戸枠の上端
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雨戸枠の下端
（墨出しの基準）
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